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国見町は、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこ

れから百年後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まち

づくり」を進めています。このコーナーでは町や地域が行って

いる取り組みについて、毎月お伝えしています。

春を感じるひなまつりイベントを開催しました春を感じるひなまつりイベントを開催しました

　3 月 1 日、「ひなまつりイベント」があつかし歴史館で開催

され、家族連れなど 100 人以上が来館しました。

　会場では、ひなまつりリース工作や化石の発掘体験などが

行われ、参加した子どもたちは夢中になって取り組んでいま

した。また、大木戸むらづくりの会による「あつかし茶屋」

では、ひなちらし寿司などが用意され、来場者は春らしい料

理を味わいながら桃の節句に子どもたちの成長を祝い、ひな

まつりの季節を楽しむ 1日となりました。
▲自分だけのひなまつりリースを作りました

郡山女子大学による歴史的建造物調査報告会郡山女子大学による歴史的建造物調査報告会

　3 月 20 日、今年度実施した歴史的建造物調査の成果報告会

が観月台文化センターで開催され、63 人が参加しました。

　報告会では、大学生による調査報告や指導にあたった長田

城治准教授による講演「旧藤田宿における歴史的建造物の特

徴と歴史的風致の継承」が行われ、来場者は藤田宿に残る「た

からもの」について、真剣に聞き入っていました。

　また、町歩きフィールドワークも行われ、参加者は歴史あ

る町並みを散策しました。

　町では今後、この調査成果をもとに歴史的建造物の保存と

活用を進め、旧藤田宿の魅力ある町並みづくりにつなげてい

きます。

▲熊谷家・旧八木屋・旧二文字屋の報告を聞く参加者

若き舞手がつなぐ伝統　内谷春日神社太々神楽が紹介されました若き舞手がつなぐ伝統　内谷春日神社太々神楽が紹介されました

国土交通省

歴まち・景観ポータルサイト

国土交通省 YouTube

「太々神楽保存会の取り組み」

　内谷地区の春日神社に伝わる「内谷太々神楽」の保存継承

の取り組みが、国土交通省が新たに開設した「歴まち・景観

ポータルサイト」 に掲載されました。

　記事では、長い歴史の中で地域とともに歩んできた内谷太々

神楽が、若き継承者たちによって伝統と誇りを次の世代へと

伝えていく様子が掲載されていますので、ぜひご覧ください。

　4 月 19 日には、内谷春日神社例大祭に合わせた太々神楽奉

納が予定されています。皆さん、ぜひ足をお運びいただき、

若き舞手をご覧ください。

■日時　4月 19 日日　

　　　　・祭礼（神事）　 午前 10 時～午前 10 時 40 分

　　　　・太々神楽奉納　午前 11 時～午後 1時 30 分

■場所　内谷春日神社拝殿及び神楽殿

13 広報くにみ　2026.4

サービス業、建設業、製造業など、町内にはさまざまな企業

があります。目標のために全力で取り組む、好きや得意で貢

献するなど、働き方は人それぞれ。町内でいきいきと働く先

輩たちのメッセージは、これからの道しるべになるかも。

あなたも地
こ

元
こ

で自分の「仕事」を見つけませんか。

これから就活を迎えるあなたへ

―― 大変なことは？

　鉄筋は建物の中に入るため、完成すると外からは見えま

せんが、図面どおり正確に組まれていないと建物の強度に

影響します。そのため一本一本の配置や結束を確認しなが

ら作業を進めています。鉄筋は重く、夏は暑く冬は寒い中

での作業になるため体力も必要です。また現場責任者とし

て作業員に指示を出し、安全に作業を進めることも重要な

役割で、事故のない現場づくりを常に意識しています。

―― 仕事内容は？

　図面をもとに鉄筋を加工し、建物や橋の骨組みとなる鉄筋

を現場で組み立てる仕事をしています。工場で加工した鉄筋

を現場に運び、作業員と協力しながら組み上げていきます。

　その中で私は現場責任者として、作業の指示や指導、安全

管理など現場全体をまとめる役割を担っています。これまで

伊達桑折 IC や伊達小学校、吾妻高原風力発電所の建設に携

わり、現在は福島市のマンション建築工事を行っています。

―― 入社のきっかけは？

　実家が農家で、もともとは両親と一緒に農業をしていま

した。20 代後半の頃、鉄筋の仕事をしていた叔父から声を

かけてもらったことが、この業界に入るきっかけでした。

　その後、勤めていた会社から古山鉄筋工業所を紹介され

て入社しました。社長をはじめ社員の皆さんが理解のある

方ばかりで、働きやすい職場だと感じています。今は会社

の仕事をしながら、実家の農業も手伝い、二刀流で頑張っ

ています。

地
こ

元
こ

で見つけた、
わたしのしごと。
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有限会社　古山鉄筋工業所

  齋
さい

藤
とう

　市
いち

治
じ

 さん (19 年目）
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　AI の時代と言われていますが、

建設業は技術と経験がものを言

う、人の手でつくり上げる仕事で

す。資格や技術を身につけること

で、自分の力で長く働ける仕事で

もあります。建物が完成し、形と

して残ることも大きな魅力です。

　建設業界では職人の高齢化が進

み、若い力が求められています。

手に職をつけたい人や、ものづく

りが好きな人は、ぜひ建設の仕事

に挑戦してみてください。

　―― 仕事へのやりがいは？

　鉄筋はコンクリートに覆われてしまうため完成後

は見えませんが、建物を支える大切な部分を担って

います。自分たちが関わった建物や施設が完成し、

多くの人が利用している様子を見ると、この仕事の

大きなやりがいを感じます。インフラや公共施設な

ど、地域のさまざまな建設に関われるのもこの仕事

の魅力です。まちづくりを支える仕事として誇りを

持って取り組んでいます。

有限会社　古山鉄筋工業所

●設置 1972 年 ●スタッフ 6名 ●住所 国見町大字藤田字アラ田 10-1

●事業内容 鉄筋工事（住宅基礎、鉄筋コンクリート建物など）

鉄筋工事を専門とし、住宅や公共施

設などの基礎工事において建物の骨

組みとなる鉄筋の加工・組立を行っ

ています。長年培った高い技術力と

確かな施工で、地域の建設現場を支えています。
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▲吾妻高原風力発電所の基礎工事の様子▲工場で 1本 1本鉄筋を加工する
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